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６
０
０
人
で
祝
福

　

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
式
典

に
は
、
県
選
出
国
会
議
員
や
県
内

各
市
町
を
は
じ
め
姉
妹
都
市
の
古

河
市
や
交
流
市
町
か
ら
首
長
や
議

長
が
出
席
。
市
関
係
の
招
待
者
を

含
む
約
６
０
０
人
が
市
の
還
暦
と

な
る
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

名
誉
市
民
推
挙
状
を
授
与

　

式
典
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
名

誉
市
民
推
挙
状
授
与
式
で
は
、
市

長
か
ら
山
崎
正
昭
参
議
院
議
長
に

推
挙
状
と
名
誉
市
民
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
芸
能
を
未
来
へ

　

式
典
終
了
後
に
は
、
小
学
生
に

よ
る
ふ
る
さ
と
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
出
席
者
は
地
域
に
伝
わ
る
芸

能
を
楽
し
み
ま
し
た
。

目次

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp
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市制施行60周年を

祝う

市総合防災訓練/総務

大臣から市消防団に

感謝状

第47回おおの城ま

つり

結の故郷大凧まつり

制作ボランティア募集

など

第35回市美術展開催

など

平成25年度市の財政

状況/職員募集（後期

日程）

今月の表紙
半夏生サバで元気
　７月２日半夏生、市内の
鮮魚店では、朝早くから丸
焼きサバがずらりと並んで
いました。お昼時には、大
勢の買い物客が訪れ、大忙
しの１日となっていました。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

７
月
１
日
、
市
制
施
行

60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

市
制
施
行
60
周
年
を
祝
う

60年の歴史を紹介するスライドでオープニング

県警音楽隊の演奏で開式を演出
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しぐさ踊り（有終東小学校）小山鍬踊り・小山農民踊り（小山小学校）

雨乞い踊り（乾側小学校）麻那姫音頭（上庄小学校）
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市
制
60
周
年
記
念
市
長
表
彰

と
、
平
成
26
年
度
市
政
功
労
者

表
彰
、
平
成
26
年
度
市
長
特
別

表
彰「
輝
き
大
賞
」の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

記
念
市
長
表
彰

・
山
﨑
博
（
篠
座
町
）

　
　

文
化
振
興
に
寄
与

・
伊
藤
一
康
（
泉
町
）

　
　

文
化
振
興
と
文
化
財
保
護
に

　

寄
与

・
黒
原
孝
雄
（
元
町
）

　
　

公
共
事
業
推
進
に
寄
与

・
中
森
繁
夫
（
中
挾
）

　
　

教
育
行
政
の
振
興
に
寄
与

　

し
、
旧
和
泉
村
と
の
合
併
な
ど

　

に
尽
力

・
石
倉
善
一
（
田
野
）

　
　

市
政
の
進
展
に
寄
与
し
、
旧

　

和
泉
村
と
の
合
併
な
ど
に
尽
力

・
山
本
一
郎
（
朝
日
）

　
　

市
政
・
村
政
の
進
展
に
寄
与

　

し
、
旧
和
泉
村
と
の
合
併
な
ど
に

　

尽
力

・
福
井
県
猟
友
会
大
野
支
部

・
福
井
県
猟
友
会
和
泉
支
部

　
　

生
活
環
境
の
保
全
と
農
林
水

　

産
物
被
害
の
防
止
に
寄
与

平
成
26
年
度
市
政
功
労
者
表
彰

〇
自
治
振
興

・
黒
田
宗
雲
（
堂
嶋
）

・
松
田
吉
雄
（
有
明
町
）

・
安
間
勝
也
（
城
町
）

　
　

地
方
自
治
の
振
興
と
市
政
の

　

進
展
に
寄
与

〇
社
会
事
業

・
谷
美
枝
子
（
下
山
）

・
宮
崎
妙
子
（
西
勝
原
）

　
　

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

〇
産
業
振
興

・
稲
山
幹
夫
（
春
日
）

　
　

産
業
の
振
興
に
寄
与

〇
教
育
文
化

・
酒
井
レ
イ
子
（
本
町
）

・
小
嶋
洋
一
（
元
町
）

・
宮
西
芳
榮
（
春
日
）

・
椙
田
美
枝
（
新
田
）

　
　

学
校
保
健
、
青
少
年
の
健
全

　

育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に

　

寄
与

〇
交
通

・
小
松
光
男
（
陽
明
町
）

　
　

交
通
安
全
保
持
に
寄
与

〇
消
防

・
鈴
木
庄
信
（
中
野
町
）

・
朝
日
正
幸
（
美
川
町
）

・
林
治
彦
（
西
勝
原
）

・
木
瀬
浩
一
（
中
荒
井
町
）

・
武
内
秀
夫
（
不
動
堂
）

・
桝
川
勝
治
（
松
丸
）

　
　

消
防
の
発
展
に
寄
与

〇
徳
行
卓
越

・
大
野
市
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　

地
域
福
祉
と
環
境
美
化
に
寄
与

平
成
26
年
度
市
長
特
別
表
彰

「
輝
き
大
賞
」

・
葛
葉
昌
彦
（
清
和
町
）

　
　

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
バ
ド

　

ミ
ン
ト
ン
競
技
な
ど
で
輝
か
し

　

い
活
躍
を
し
、
本
市
の
名
を
高

　

め
た

・
上
庄
キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

第
11
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　

団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
な

　

ど
で
輝
か
し
い
活
躍
を
し
、
本

　

市
の
名
を
高
め
た

市
制
60
周
年
記
念
市
長
表
彰
と

　
市
政
功
労
者
表
彰
・
市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」
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市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
や
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
実

践
的
な
総
合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
市
民
や
自
主
防
災
組
織
と
防
災
関
係
機
関
が

協
力
し
て
実
施
す
る
訓
練
を
通
じ
て
、
迅
速
で
的
確
な
応
急
対
策
を
身

に
付
け
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

訓
練
を
見
学
し
、
市
民
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
を
想
定

　
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

日
時　

８
月
24
日
午
前
８
時
～
11

　

時
（
小
雨
決
行
）

場
所　

第
１
会
場
・
富
田
地
区
全

　

域（
午
前
８
時
開
始
）、
第
２
会

　

場
・
真
名
川
憩
い
の
島
（
午
前

　

９
時
開
始
）

主
な
訓
練
内
容

〇
自
主
防
災
組
織　

住
民
避
難
訓

　

練
、
情
報
伝
達
訓
練
、
避
難
所

　

開
設
訓
練
、
水
防
訓
練
な
ど

〇
市　

災
害
対
策
本
部
設
置
と
運

　

営
訓
練
、緊
急
物
資
搬
送
訓
練
、

　

浸
水
建
物
排
水
訓
練
な
ど

〇
消
防
本
部
、
消
防
団　

住
民
避

　

難
広
報
訓
練
、
水
防
訓
練（
土

　

の
う
作
り
、
各
工
法
）、
救
出

　

救
助
訓
練
な
ど

〇
大
野
警
察
署　

避
難
誘
導
訓

　

練
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
訓
練
な
ど

〇
奥
越
土
木
事
務
所　

情
報
伝
達

　

訓
練
、
被
害
状
況
パ
ト
ロ
ー
ル

　

訓
練
な
ど

〇
防
災
航
空
事
務
所　

ヘ
リ
コ
プ

　

タ
ー
に
よ
る
つ
り
上
げ
救
助
訓

　

練
な
ど

〇
関
係
機
関
、
団
体
（
５
団
体
）

　

炊
き
出
し
訓
練
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
セ
ン
タ
ー
開
設
訓
練
な
ど

〇
災
害
協
定
団
体
（
５
団
体
）　

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
、
避

　

難
所
開
設
訓
練
な
ど

〇
体
験
コ
ー
ナ
ー　

災
害
伝
言
ダ

　

イ
ヤ
ル
体
験
、
防
災
資
機
材
展

　

示
、
地
震
体
験
な
ど

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

総
務
大
臣
か
ら

市
消
防
団
に
感
謝
状

　

６
月
24
日
、
市
消
防
団
に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
少
す
る
中
で
、
女
性
消
防
団
員
を

15
人
か
ら
１
０
０
人
体
制
と
し
、
団
員
の
増
員
に
尽
力
し
た
こ
と
に
対

し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
贈
呈
式
は
、
総
務
省
大
臣
室
で
行
わ
れ
、

総
務
大
臣
か
ら
安
間
勝
也
団
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

問　

消
防
署
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

市長に受賞を報告する安間消防団長
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期
日　

８
月
13
日
水
～
16
日
土

内
容　

13
日
水　

大
花
火
大
会（
雨
天
14
日
）

　

場
所　

真
名
川
憩
い
の
島

　
　

約
５
０
０
０
発
の
花
火
が
結

　

の
故
郷
の
夜
空
を
明
る
く
彩
り

　

ま
す

　

※
花
火
実
施
可
否
音
声
案
内

　
（
当
日
の
み
）

　
（
☎
０
１
８
０
・
99
・
３
５
３
８
）

結
で
つ
な
が
る

４し

あ

わ

せ

合
わ
せ
の
乾
杯 

　

市
制
施
行
60
周
年
、
結
の
故
郷

発
祥
祭
、
う
ぐ
ピ
ー
と
う
め
ピ
ー

の
子
ど
も
誕
生
、
地
酒
で
乾
杯
を

推
進
す
る
条
例
の
制
定
の
４
つ
の

お
祝
い
を
記
念
し
て
乾
杯
し
よ
う

13
日
水
～
16
日
土

場
所　

真
名
川
憩
い
の
島
、
市
内

　

一
円

内
容　

13
日
午
後
７
時
30
分
の
花

　

火
打
ち
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
名

　

水
で
一
斉
に
乾
杯
。（
同
時
刻

　

に
各
家
庭
で
も
乾
杯
に
協
力
し

　

て
く
だ
さ
い
）

　
　

城
ま
つ
り
期
間
中
は
市
内
各

　

地
、
各
家
庭
で
も
乾
杯
し
て
く

　

だ
さ
い
。
専
用
の
紙
コ
ッ
プ
を

　

商
工
会
議
所
、
市
役
所
、
観
光

　

協
会
、
各
公
民
館
、
和
泉
支
所

　

で
８
月
11
日
月
～
15
日
金
に
配

　

布
し
ま
す

14
日
木

〇
中
学
生
み
こ
し
・

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

場
所　

六
間
通
り
周
辺

　
　

市
内
５
校
の
中
学
生
が
、
み

　

こ
し
と
ダ
ン
ス
で
若
さ
と
情
熱

　

あ
ふ
れ
る
新
し
い
文
化
を
創
造

〇
小
学
生
ふ
る
さ
と
芸
能
発
表
会

　

場
所　

輝
き
ら
り

セ
ン
タ
ー

　
　

小
学
生
た
ち
が
、
地
元
に
伝

　

わ
る
郷
土
芸
能
を
披
露

15
日
金
・
16
日
土　

〇
越
前
お
お
の
お
ど
り

〇
エ
イ
サ
ー
演
舞
（
本
場
沖
縄
か

　

ら
招
待
し
た
青
年
団
の
演
舞
を

　

披
露
）

　

場
所　

六
間
通
り

天
空
の
城

７
つ
の
謎
を
解
き
明
か
せ

　

大
野
城
と
城
下
町
に
隠
さ
れ
た

７
つ
の
謎
を
解
き
進
め
る
謎
解
き

ゲ
ー
ム
。
君
は
謎
を
解
き
明
か
す

こ
と
が
で
き
る
か

15
日
金
・
16
日
土

場
所　

大
野
城
、
市
街
地

　
（
受
付
は
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

問　

お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員

　

会
（
大
野
商
工
会
議
所
内

☎
66
・
１
２
３
０
）

　

結
の
故
郷
越
前
お
お
の
を
彩
る
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
お
お
の
城
ま
つ
り
」が
今
年
も
や
っ

て
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内
容
は
、
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

第
47
回
お
お
の
城
ま
つ
り

新
企
画

新
企
画
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市民フットサル大会　参加チーム募集

日時　８月16日土午前９時～
場所　エキサイト広場
対象チーム　高校生以上のチーム（１チーム７
　人以上）
参加料　１チーム3000円
締切　８月10日日
問　市サッカー協会　菊川さん
　 （☎090・8264・1282）

おおの城まつりで踊ろう教室
日時　８月12日火午後７時30分～９時
場所　下庄公民館
講師　越前おおの踊り保存会　齋藤会長
内容　大野音頭、神子おどり、御前おどり、しっ
　ちょいな節
定員　20人（先着）　　受講料　無料
持ち物　運動のできる服装、内ズック、扇子（う
　ちわも可）、飲み物、タオル
締切　８月11日月
問　下庄公民館 （☎66・2142）

今年もみんなで踊ろう「越前おおのおどり」練習会
　今年もあなたの出番です。城まつりに向けて２回の練習
会を開催します。気軽に参加してください。
日時　８月５日火、７日木午後７時～８時
場所　大野商工会議所
〇おどりの練習会に指導者を派遣
　　グループなどで、「越前おおのおどり」を練習する場合、
　指導者を派遣します。詳しくは、問い合わせてください。
問　おおの城まつり実行委員会
　（大野商工会議所内☎66・1230）

〜休日急患診療所　旧盆期間の診療日〜
月　日 診療科目 診療時間

８月15日金 内科・外科 午前９時～午後９時
16日土 内科・外科 午前９時～午後９時

※小児科は診療していません
17日日 内科・外科・小児科 午前９時～午後９時

※16日土午後９時から17日日午前９時まで夜間の診療
　をしていません
問　休日急患診療所 （☎65・8999）

タイムトラベルアドベンチャー 2014
～結の故郷の謎を追え～

　城下町に隠された謎を解き明かしながら、まちなか
散策を楽しめます。３つのコースがあり、どれも２～
３時間程度で回ることができ、コースをクリアすると、
キャラクターデザイン景品と、特産品が当たる抽選に
も応募できます。
日時　８月１日金～９月30日火午前９時～午後４時
場所　市内一円
コース　 ▼ 金森コース（難易度１） ▼ 土井コース（難易
　度２） ▼内山コース（難易度３）
参加料　無料

参加方法　輝
きらり

センター、観光協会、城下町東広場、和
　泉ふれあい会館にある受付ボックスで挑戦するコー
　スのマップを受け取ってゲームスタート
問　商工観光振興課（☎66・1111内線392）
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「まち講座・匠の勧め＠結の故郷」好評開講中
～中心市街地の新たな魅力を感じて～

　まちづくり会社㈱結のまち越前おおのでは、中心市
街地活性化の取り組みとして、６月から「まち講座・
匠の勧め＠結の故郷」を開催しています。
　これは、中心市街地にある店の店主（匠）が持つさま
ざまな技に触れることで、それぞれの店の魅力向上と
にぎわい創出を目指すものです。
　６月、７月は、菓子店での和菓子作りや呉服店での
組みひもストラップ制作、美容室でのジェルネイル講
座など10店舗で約20講座が開かれました。この講座
を通じて、中心市街地に多くの人が足を運ぶきっかけ
にもなっています。
　毎月の講座の内容は、㈱結のまち越前おおののホー
ムページやフェイスブックのほか、公民館などに置い
てあるチラシで紹介しています。この機会に「まちの
顔」である中心市街地に足を運んでみませんか。
問　中心市街地活性化室（☎66・1111内線399）
　㈱結のまち越前おおの（☎64・5519）

　ホームページ　http://www.yuimachi-ono.jp/
　フェイスブックページ
　　https://www.facebook.com/yuimachiono

結
の
故
郷
大
凧
ま
つ
り

制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

発祥祭

「奥越の小京都　春を彩るひな祭り」展示人形募集
　結の故郷発祥祭の一環として開催される「奥越の小京
都春を彩るひな祭り」。来年１月31日土〜３月５日木
の開催に向けて、展示するひな人形を募集していま
す。展示する人形は、実行委員会で引き取ります。

締切　11月30日日
保管料　3000円（初回のみ）
問　越前おおのひな祭り実行委員会事務局
　（平成大野屋内☎69・9200）

昔話の語りとわらべうた ～昔むかし、あるところに～
　大野の昔ばなしや、伝説をはじめ、日本の昔ばな
しなどを語ります。
日時　８月16日土午前10時30分～正午
場所　図書館　　入場料　無料
プログラム　「わたくし雨」、「かみなりのてつだい」、
　「夢見小僧」など
語り手　大野おはなしの会会員
その他　おはなし途中の出入りはできません
問　大野昔ばなし再話研究会　加藤さん（☎64・1523）

制
作
予
定
日

　

８
月
30
日
土
午
後
７
時
～
９
時

　
　

の
り
付
け
式

　

31
日
日　

設
計
、
下
絵

　

９
月
13
日
土　

骨
組
み

　

27
日
土　

切
り
抜
き
、
糸
作
り

　

10
月
11
日
土　

つ
り
糸
調
整

　

※
作
業
時
間
は
お
お
む
ね
２
時

　

間
、
の
り
付
け
式
以
外
の
作
業

　

時
間
は
別
に
案
内
し
ま
す
。

場
所　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

電
話
か
電
子
メ
ー
ル

　

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

　

先
を
伝
え
る

募
集
期
間　

７
月
30
日
水
～
８
月

　

22
日
金
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

そ
の
他　

５
回
の
制
作
予
定
日
に

　

は
東
近
江
大
凧
保
存
会
の
指
導

　

を
受
け
な
が
ら
作
業
し
ま
す

問　

平
成
大
野
屋
番
頭
会
事
務
局

　
（
結
の
故
郷
推
進
室
内

　

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
３
）

　

電
子
メ
ー
ル　

yu
in

o
ku

n
i@

　
　

c
ity.fu

ku
i-o

n
o

.lg
.jp

　

平
成
大
野
屋
番
頭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://jigyo.h-onoya.co.jp/

　

平
成
大
野
屋
番
頭
会
で
は
、
東
近
江
支
店
主
の
地
元
に
伝
わ
る

大
凧
を
制
作
し
、
10
月
26
日
日
に
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」で
行
う

「
結
の
故
郷
大
凧
ま
つ
り
」で
揚
げ
る
予
定
で
す
。
制
作
す
る
大
凧

は
８
畳
の
大
き
さ
で
、
東
近
江
大
凧
保
存
会
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
制
作
し
ま
す
。

　

番
頭
会
と
一
緒
に
大
凧
を
作
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
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結
の
故
郷 

越
前
お
お
の 

の
魅

力
的
な「
人
」に
出
会
え
る
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
。

　

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
企
画
し
、
歴
史
や
文
化
を
育
む

大
野
人
、
自
然
と
共
に
生
き
る
大

野
人
、
お
も
て
な
し
の
大
野
人
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
大
野
人
な

ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
、
絆
を
大

切
に
す
る
40
人
以
上
の「
大
野
人
」

に
出
会
え
ま
す
。

　

大
野
な
ら
で
は
の
企
画
も
盛
り

込
み
、
１
冊
８
０
０
円（
税
別
）で
、

市
内
の
書
店
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

問　

結
の
故
郷
推
進
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
３
）

「
大
野
人
」発
売
中

大
野
の
魅
力
を
１
冊
に
凝
縮

一乗谷あかりサミット号運行
～JR越美北線で「一乗谷朝倉氏遺跡」へ～

　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会では、越美北線利用促進のため、一乗谷朝倉氏遺跡で越前朝倉
万灯夜と同時開催される「全国あかりサミットin福井」を見学する「一乗谷あかりサミット号」を運行します。
この機会に全国の幻想的な”あかり”を楽しみませんか。
期日　８月23日土
行程　午後５時６分越前大野駅出発、午後５時45分
　一乗谷駅到着、会場までバス移動（全国あかり展、
　越前朝倉万灯夜見学、自由行動）、午後８時20分
　一乗谷駅までバス移動、午後８時41分一乗谷駅出
　発、午後９時20分越前大野駅到着・解散
対象　市民
定員　30人（先着）

参加料　乗車駅から一乗谷駅の往復運賃※参加者に
　は会場で使える協賛券（1000円分）をプレゼント
申込方法　電話で住所、氏名、電話番号、年齢を連
　絡する
受付期間　８月１日金～ 20日水午前９時～午後５時
　（土、日、祝日を除く）
問　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会
　（市民生活課内☎66・1111内線292）

ご存じですか「大野会」
　本市出身者の会、「大野会」ではそれぞれ総会
や懇親会、ふるさと訪問ツアーなどの活動を行
い、親交を深めています。各会では、会員を募
集しています。本市出身の社会人・学生に紹介
してください。
東京大野会
　対象　関東在住の本市出身者
　会費　年間1000円
　活動内容　年１回の総会・懇親会など
　申込先　事務局　高井雅之さん
　　（☎048・971・6668）
関西大野会
　対象　関西在住の本市出身者、ゆかりのある人
　会費　年間2000円
　活動内容　年１回の総会・懇親会など
　申込先　事務局　森川利栄さん
　　（☎090・8884・7945）
中京大野会
　対象　中京在住の本市出身者、ゆかりのある人
　会費　正会員年間3000円、準会員年間1000

　円（未成年、学生および家族、知人）
　活動内容　年１回の総会、年４回の懇親会、越

　前おおのブランドセールス支援作業など
　申込先　事務局長　宮澤康太さん
　　（☎052・332・1018）
問　秘書室（☎66・1111内線222）
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　おもしろフェスタinサンドーム福井2014で福井しあわせ元気国体をPR
します。初日は、はぴりゅうと共にうぐピーも応援します。入場は無料です。
日時　８月９日土、10日日午前10時～午後５時
場所　サンドーム福井（越前市）
主催　（一財）福井県産業会館
問　国体推進室（☎66・1111内線434）

日時　８月23日土午前10時～午後５時20分、24日
　日午前９時～午後４時
場所　福井工業大学福井キャンパス（福井市学園）
内容　23日 ▼ 基調講演 ▼ 情報共有 ▼ 県内の取り組み
　「雨水活用で育てる緑のカーテン・福井市立安居小
　学校」、「大野の湧水　今昔・本願清水イトヨの里、
　市湧水再生対策室、大野の水環境ネットワーク」
　 ▼分科会（使う、守る、知る） ▼パネルディスカッショ
　ン「福井豪雨の教訓」
特別企画　 ▼ 大きなすごろくで水の循環を学ぼう（無
　料） ▼ 手作り浄水器で雨水を飲んでみよう（無料）
　 ▼雨のパワーで明るく照らそう（1000円）
入場料　無料
その他　24日日には、１dayツアー「大野の湧水と街

　並みを巡るツアー」（事前の申し込みが必要、有料）
　が市内を視察します
問　雨水ネットワーク会議全国大会2014 in福井実行
　委員会事務局（福井工業大学内☎0776・29・2661）

日
程　

８
月
27
日
水
～
31
日
日
午

　

前
９
時
～
（
27
日
・
28
日
は
午

　

後
５
時
ま
で
、
29
日
・
30
日
は

　

午
後
８
時
ま
で
、
31
日
は
午
後

　

４
時
ま
で
）

場
所　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

部
門

　

第
１
部
門　

洋
画

　

第
２
部
門　

日
本
画

　

第
３
部
門　

彫
刻
・
工
芸

　

第
４
部
門　

書
道

　

第
５
部
門　

写
真

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

出
品
す
る
人
は
、
８
月

　

23
日
土
正
午
～
午
後
５
時
に
、

　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
作

　

品
を
搬
入
。
事
前
の
申
し
込
み

　

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
作
品
の

　

搬
出
は
、
８
月
31
日
日
午
後
４

　

時
～
５
時

問　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

第48回市総合文化祭作品募集
　11月１日土から３日月に開催する、市総合文化祭の展
示作品を募集します。
部門　絵画、書道、写真、陶芸、生け花、盆栽など（作品
　の規格、出品数は自由）
申込方法　公民館などにある申込書に必要事項を記入し提出
締切　９月５日金
作品搬入日時　10月31日金正午～午後４時
作品搬出日時　11月３日月文化の日午後４時～５時
搬入場所　結とぴあ（有終会館）
問　生涯学習課（☎65・5590　FAX66・2885）

人
結
美（
ひ
と
む
す
び
）ト
ー
ク

　

～
作
品
に
つ
い
て

み
ん
な
で
語
ろ
う
～

日
時　

31
日
日
午
後
１
時
～
１

　

時
30
分

第７回雨水ネットワーク会議全国大会2014 in福井
～ハッピーレイン　ハッピースノー　ためて　つかって　まもる　ちえ～

発祥祭

第
35
回 

市
美
術
展
開
催

をPR

10 2014.8　広報おおの



対
象
者　

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
個
人
、

　

市
内
に
本
社
の
あ
る
法
人
ま
た
は
市
内

　

に
本
拠
を
置
く
異
業
種
グ
ル
ー
プ
で
、

　

市
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

対
象
事
業　

調
査
研
究
、
商
品
開
発
、
販

　

路
開
拓
、
設
備
等
整
備
事
業
の
う
ち
審

　

査
委
員
会
で
認
定
さ
れ
た
も
の

対
象
経
費　

調
査
研
究
・
商
品
開
発
に
必

　

要
な
原
材
料
費
、
講
師
招
へ
い
費
、
職

　

員
研
修
費
、
委
託
料
、
市
場
調
査
費
、

　

機
械
設
備
等
リ
ー
ス
料
、
展
示
会
場
借

　

料
、
製
造
等
設
備
経
費
な
ど

　

市
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
性
の
高
い
事
業
の
起
業
や
地
域
資
源
を
生
か

し
た
新
し
い
名
産
品
、
土
産
品
、
農
商
工
連
携
の
商
品
な
ど
の
開
発
を

行
う
元
気
な
事
業
者
、
自
社
で
開
発
し
た
新
技
術
、
新
商
品
の
販
路
開

拓
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て「
元
気
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
事
業
」で
そ

の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問　

商
工
観
光
振
興
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
４
）

支援対象事業 補助率 上限額 対象期間

調査研究事業・商品開発事業・
販路開拓事業 ３分の１以内 100万円 ２年以内

設備等整備事業 ２分の１以内 300万円 １年以内

平成27年成人式実行委員募集中
　市では、平成27年成人式（平成27年１月11日日
開催予定）に向け、成人式の企画・運営を行う実行
委員を募集しています。
対象者　平成６年４月２日～平成７年４月１日生ま
　れで、市成人式に出席予定の人
活動内容　成人式の企画と当日の運営。10月から
　月１、２回程度の会議で内容を企画します
応募方法　生涯学習課に電話、ファクス、電子メー
　ルなどで氏名、住所、生年月日、連絡先を伝える
締切　９月30日火
問　生涯学習課（☎65・5590　FAX66・2885）
　電子メール　shogaigakushu@city.fukui-ono.lg.jp

結の故郷　40歳の集い参加者募集
～２回目の成人式～

日時　８月14日木午後５時30分～７時30分（午後
　５時受付開始）
場所　JAテラル越前本店
対象者　昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生ま
　れで、市内在住または出身の人
参加料　男性5000円、女性3000円
申込方法　電話、ファクス、電子メールで実行委員
　会事務局に申し込む
締切　８月11日月
問　40歳の集い実行委員会　田中さん
　（☎66・7557　FAX66・3396）
　電子メール　shin-ei@alto.ocn.ne.jp

平成６年の成人式の様子

新
た
な
商
品
な
ど
の

販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す
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平
成
25
年
度 

市
の
財
政
状
況

　

市
で
は
毎
年
、予
算
の
執
行
状
況
や
決
算
に
つ
い
て
公
表
し
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
25
年
度
の
決
算
の

概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問　

企
画
財
政
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
３
３
）

　歳入総額は194億2896万円で、前年と比べて7.2㌫（13億1027万円）の増となりまし
た。歳入のうち最も大きいのは地方交付税で、全体の34.0㌫。自主財源の中心である
市税は38億6480万円で、全体の19.9㌫でした。歳出総額は183億3485万円で、前年と
比べ7.1㌫（12億1330万円）の増となりました。

【一般会計】

市民税 15億3139万円
固定資産税 18億9974万円
軽自動車税 9040万円
たばこ税 ２億1885万円
入湯税 667万円
都市計画税 １億1775万円

市税の内訳

市民税は法人税を含む

現在高
（市税は決算額）

市民一人
当たり

基金（預貯金） 75億7132万円 21万3355円
市債（借入金） 142億6590万円 40万2003円
市税負担 38億6480万円 10万8907円

平成26年３月末現在の人口（３万5487人）で計算

基金・市債・市税負担の状況

歳入科目 収入済額 割合（㌫）

地方交付税 66億330万円 34.0
国・県支出金 45億9351万円 23.6
市税 38億6480万円 19.9
市債 16億6170万円 8.6
繰越金 ９億9713万円 5.1
繰入金 9632万円 0.5
その他 16億1220万円 8.3
合計 194億2896万円 100.0

【歳入】

集計分類 支出済額 割合（㌫） 使途の概要

民生費 45億6085万円 24.9 子育て支援や福祉の充実など

総務費 30億4908万円 16.6 地域づくりや防災、管理運営経費など

土木費 21億9319万円 12.0 道路や住宅、公園の整備など

衛生費 19億2138万円 10.5 医療や保健の充実、ごみ対策など

教育費 17億3807万円 9.5 教育や文化、スポーツの充実など

公債費 14億3172万円 7.8 市が借りたお金の返済など

農林水産業費 13億1810万円 7.2 農業、林業の活性化など

消防費 ９億513万円 4.9 消防、救急救命など

商工費 ７億6918万円 4.2 商工業や観光の振興など

その他 ４億4815万円 2.4 市議会の運営、労働者の福祉、災害復旧など

合計 183億3485万円 100.0

【歳出】

市民１人当たりにすると使ったお金は51万6664円

市民１人当たりの金額は、平成26年３月末現在の人口（３万5487人）で計算

民生費　12万8522円
総務費　 ８万5921円
土木費　 ６万1802円
衛生費　 ５万4143円

教育費　　　　 ４万8978円
公債費　　　　   ４万345円
農林水産業費　３万7143円
消防費　　　　 ２万5506円

商工費　２万1675円

その他　１万2629円

繰入金
（0.5）繰越金

（5.1）

国・県支出金
（23.6）

地方交付税
（34.0）

市税
（19.9）

市債
（8.6）

その他
（8.3）

収入済額に占める歳入科目毎の割合（㌫）
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【企業会計】【特別会計】
　特定の事業を行うため、一般会計と区別し、その特殊性を明らかにする
ために設けられている会計です。

事　業 予算現額 歳　入 歳　出

国民健康保険 41億7597万円 41億5375万円 38億9193万円
和泉診療所 9632万円 9313万円 9313万円
後期高齢者医療 ３億7833万円 ３億7524万円 ３億7480万円
介護保険（保険） 37億4016万円 36億7260万円 36億1955万円
  〃  （サービス） 1655万円 1635万円 1635万円
簡易水道 １億6403万円 １億5788万円 １億3564万円
農業集落排水 ３億6219万円 ３億5502万円 ３億3931万円
下水道 10億2711万円 ９億134万円 ８億9544万円

区　分 金　額

収益的収支
（事業運営と
  施設管理）

収
入 １億3464万円

支
出 １億3236万円

資本的収支
（施設整備など）

収
入 2387万円

支
出 7888万円

※資本的収支の収入に対する支出の不足
　分は留保資金等で補てん

　民間企業のように、事業で得た
収入で支出を賄っています。

水道会計

採用予定人員
〇事務　２人程度（うち身体障害者対象１人程度）
〇技術（土木または建築）　１人程度
〇消防職　３人程度
試験日時・会場
　【一次】９月21日日午前９時～午後４時ごろ（消防
　　職は午後５時ごろ）・結とぴあ（有終会館）、消
　　防本部
　【二次】11月４日火 （詳細は一次試験合格者に通知）
試験内容
　【一次】 ▼ 共通　教養試験（高校卒業程度の問題、
　　卒業資格不要）、作文試験、パーソナリティー
　　診断 ▼事務　事務能力検査 ▼消防職　基礎運動
　　機能検査（体力検査）
　※消防職は運動のできる服装、外用の運動靴（雨
　天の場合、内用）が必要
　【二次】口述試験
　【その他】面接カードの提出（一次試験合格者の
　　み）、健康診断書の提出（消防職一次試験合格者
　　のみ）、受験資格等の確認
受験資格　
○事務、技術　昭和59年４月２日から平成９年４
　月１日までの間に生まれた人 （前期日程申込者は
　受験できません）
　※身体障害者対象の区分の受験希望者は、さらに
　次の全ての要件が必要 ▼ 身体障害者福祉法15条
　に定める手帳の交付を受けている ▼活字印刷文に

　よる出題に対応できる ▼介助者無しで受験や通勤、
　職務遂行ができる
○消防職　平成元年４月２日から平成９年４月１日
　までの間に生まれた人で、身体の要件を満たす人
提出書類
　・申込書（必要事項を明記）
　・写真（カラー、申込書に貼付、６カ月以内に撮
　　影した上半身、脱帽、正面向４㌢×４㌢）
申込方法　提出書類を持参か書留郵便
　※書留郵便による申し込みは、締切日３日前から
　は速達書留で送付
申込受付　８月１日金～25日月（当日消印有効）
申込書の請求方法　直接または郵便で請求。郵便の
　場合は、封筒の表に「一般職（事務か技術）試験申
　込書請求」または「消防職試験申込書請求」の請求
　区分を朱書きし、送付先の郵便番号、住所、氏名、
　電話番号を明記した紙と120円分の切手を添えて
　請求
　　申込書は市ホームページからも入手できます
その他　刑罰等の状況で受験できないなどの場合が
　あるので、「試験要項」で、必ず詳細を確認してく
　ださい
問い合わせと申込先
○事務、技術　総務課（☎66・1111内線241）
　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）
○消防職　消防本部総務課（☎66・0119）
　〒912-0084　大野市天神町７-14

平成27年４月採用職員募集（後期日程）
～大野を思い、行動する人募集～
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